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研究分野の分類 13 
以下の１８項目から一つ選び番号を左欄に記入する。 
1.物理系 2.エネルギー系 3.化学系 4.バイオ系 5.環境系 6.海洋･宇宙系 7.交通系 
8.機械系 9.材料系 10.電子･電気系 11.情報系 12.建築･建設系 13.医学系  
14.健康･保険系 15.看護・福祉系 16.農業･林業系 17.水産･畜産系 18.その他   
重点研究分野への該当 □ ＩＴ □ ナノ ■ バイオ □ 環境・エネルギー □ その他 
キーワード(5 個以内) 消化器 感染症 胃癌 ピロリ菌  
研究情報の名称 ヘリコバクターピロリ菌病原因子遺伝子診断キットの開発 
概要：ピロリ菌感染は世界で最も感染者の多い感染症であり、胃癌との関連が認められている。本研
究は、胃発癌に関与したピロリ菌の病原因子を解析し、ピロリ菌感染及びピロリ菌の病原性の遺伝子
診断法を確立することを目的とする。我々は、ピロリ菌が胃粘膜上皮細胞に接着すると、ピロリ菌の
IV型分泌装置を介して、病原因子 CagAがピロリ菌から上皮細胞内へと注入され、上皮内に注入され
た CagAはチロシンリン酸化を受け、ヒト上皮細胞のシグナル伝達系を刺激することを認めた。また、
胃粘膜上皮細胞内でチロシンリン酸化された CagAが、細胞の分化や増殖に重要な役割を担う細胞質
内脱リン酸化酵素 src homology phosphatase-2 (SHP-2)と特異的に結合し、細胞の異常増殖に作用す
ることを発見した。さらに、CagAの SHP-2結合部位に東アジア株に特異的なアミノ酸配列を認め、
東アジア株の CagAは欧米株の CagAに比べ SHP-2との結合が強く、日本の胃癌株の CagAは全て
東アジア型であることを明らかにした。したがって、CagA はピロリ菌感染の病態、特に胃発癌にお
いて、ピロリ菌と宿主細胞間の相互作用を引き起こす重要な病原因子であると考えられた。そこで､
東アジア型の CagA遺伝子に特異的な塩基配列を基に、real time quantitative PCR法による遺伝子
診断キットを作製する。さらに､胃癌由来株のピロリ菌ゲノムを解析し､胃癌特異的な病原因子を同定
し、ピロリ菌の新たな胃癌関連遺伝子診断キットも開発する。 
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胃癌由来ピロリ菌の採取 
胃癌由来菌株 DNA抽出 
ピロリ菌ゲノム解析 
胃癌関連ピロリ菌病原因子の同定 
Real time quantitative  
PCRキットの開発及び製品化 
既存の製品・技術分野の機能・特徴 
・ピロリ菌培養によるピロリ菌感染診断。 
・ピロリ菌の持つｳﾚｱｰｾﾞ活性を検索する間接診断(迅速ｳﾚｱｰｾﾞﾃｽﾄ)
・抗ピロリ菌抗体を同定する血清学的診断。 
・胃内視鏡生検組織における顕微鏡下同定診断。 
新製品・新技術の機能・特徴 
・感度・特異度が極めて高い。 
・ピロリ菌感染診断に限らず、病原性の診断が同時に出来る。 
・胃癌発症リスク診断にもなる。 
・胃癌発症予防対策を講じる必要性が判断出来る。 
・多くのサンプルを同時に短時間で処理出来る。 
